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研究課題 
 

農地の集積・集約化に向けた地域ぐるみでの農地管理体制の構築に関する研究 

 
キーワード 農地の集積・集約化、農地管理、地域農業組織 

研究内容： 

愛媛県の農業においては、耕作放棄の防止と優良農地の保全が喫緊の課題となっており、自治体、農業委員会、農

協等、地域農業組織の連携により、農地情報の蓄積・共有化や農地利用調整を進めることが求められている。最近では

「担い手経営」への農地の集積・集約化が重要視されており、2014 年より農地中間管理事業がスタートした。農地の集

積・集約化を円滑に進めるためには、地域農業組織間の協力体制を構築することが不可欠といえる。 

以上の点を踏まえ、市町レベルを念頭において、農地の集積・集約化に向けた地域ぐるみでの農地管理体制のあり

方に関して、調査研究を行う。具体的には、①農地の集積・集約化に向けて、自治体、農業委員会、農協等がそれぞれ

どのような機能を発揮し、どのような連携関係を構築することが望ましいか、②農業委員会や農協に蓄積されている農

地情報をどのように活用すべきか、を明らかにしていきたい。 
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当該研究に関連する産官学連携に関する学外の役職： 
１．愛媛県国土利用計画審議会委員（2014 年～現在） 

２．農地中間管理事業評価委員（2015 年～現在） 

３．農業委員会活動評価検討委員（2004 年～現在） 

 

提供可能な資源・技術・その他 
農地利用･農業経営に関する調査分析技術、農地基盤整備の経済効果計測技術 

プロジェクト研究希望テーマ 
農地利用、農業経営、農業関連公共事業に関係するテーマ 
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